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 Research on the knowledge-creation process has yielded several models of knowledge-creation. By 
applying the notion of “tags” to existing knowledge-creation models, and inspired by protein-protein 
interaction networks and graph theory, we propose a novel knowledge-creation model, which we term 
“tag-based knowledge networks.”





Tag-based knowledge network models 
Kunihiko TAKAMATSU 1),2),3),4)*, Kenya BANNAKA 3),5)*, 
Takafumi KIRIMURA 1),6), Ikuhiro NODA3),5), Katsuhiko MURAKAMI7),























































































































































































































Max e = ( －－ n )
となる。エッジの集合 Eを、表現する方法は2種類
ある。1つは、
E={(v_i,v_j )}  (1≤i,j≤n)
のように直接表現する場合である。もう1つは、次
に述べる隣接行列 Aを使って表現する場合である。
隣接行列 Aは、n× n行列であり、vi (1 ≤ i ≤ n)と












とする。いま、j を固定して、Lij (1 ≤ i ≤ n) をみた
とき、
x_j= ∑ _(i=1)^n ▒ L_ij 
とする。xjは、j番目のタグが付与されている知の
個数を表している。さらに、jを固定して、Lij (1 ≤ i 
≤ n)をみたとき、Lij=1となっている集合を
U_j={L_ij  | L_ij=1,(1≤i≤n)}
とする。このとき、タグ jが付与されている知の集






接行列を Aj とする。すると、タグ j が付与されて
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